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質疑応答 
質問者① JAXA 第一宇宙技術部門 衛星利用運用センター 夏井坂様 

マルテンサイト変態とは、ヒステリシスは出ているが弾性変形的な話になるということ

でしょうか。 

 

発表者 

そうです。あるときは金属のような特性を示して、あるひずみ条件下では”やわらかい”

弾性体のような挙動を示す特性があります。負荷と除荷の経路が異なるため熱エネルギを

生み出しエネルギ損失特性を発揮します。 

 

質問者 

御伺いしたかったのは、繰り返し使用可能かという部分と、いわゆる樹脂系のダンパと

比較したときにどのようなメリットがあるのか、という部分についてお聞かせいただけれ

ばと思います。 

 

発表者 

はい。単結晶の合金ですので繰返しで疲労破壊を起こすというところには確かに課題が

あると考えておりますが、金属材料ですので繰返し使用することは可能になります。また

メリットとしましては、金属特性を持つものですので解析で予測しやすいという点がある

と考えています。 

 

 

質問者② 株式会社テクノソルバ 中村様 

 ランダム振動の応答のグラフについて、1 次モードの部分が非常に効果があると分かるの

ですが、中-高帯域が割と効きにくいのかなという気がしました。そのあたり何かお考えあ

りますでしょうか。 

 

発表者 

 まず、いま評価できているのは 1 次モードの部分であるというのが現状で、中帯域以降

は確かに効きにくいという点はあります。先ほど課題として識別した試験コンフィギュレ

ーションの違いもありますので、そういったところをもう少し簡単なモデルで検討してい

くことが必要かという風に考えております。 

 

共同発表者 JAXA 第二研究ユニット 柳瀬様 

 補足とコメントをさせて頂きます。低周波の方が効果的というのは変位が大きいからで

して、高周波の方は変位が出ないので単純に効かなくなります。資料 14,15 ページの図を見
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て頂くと、例えばダミー機器が搭載されている部分の加速度実効値は 3Grms 程度と非常に

負荷レベルの低い試験となっています。またダミー機器を載せた搭載板が面密度が低く音

響励起されにくいラティス構造という構造をしておりまして、音響のような高周波を落と

そうと思ったらそもそも揺れないようにしなければならないということが分かりましたの

で、そのような方向で検討を進めていくのが良いのではないかと考えているところです。 

 

 

質問者③ JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 原理としてはヒステリシスを用いて減衰させ、変位が小さい部分は通常の金属と同じ剛

性を示すということですが、剛体変位として働く部分に適用すれば効果がもっと現れるの

ではないかと思ったのですがその部分に関してお考えはありますでしょうか。また、SCSMA

の加工性について、例えばコイルばねのような形状にすれば変位をかせぐことができまた

アイソレータとしての機能も期待できるかと思いますが、そのあたりはどのようにお考え

でしょうか。 

 

共同発表者 JAXA 第二研究ユニット 柳瀬様 

 まさに仰るとおりでして、剛体変位が大きいところはやはり効きやすいです。そのため、

擾乱カットに効果的で、擾乱カッターとしてこの SCSMA を適用しようという検討を進めて

おります。また、コイルばねに関してはまさに高周波に適用するにはどうしたら良いかと

いう部分で解決案の 1 つだと考えていますが、問題は SCSMA の加工性の部分でして、引出

しで加工するのですが脆性を持っており熱処理が中々大変な作業になります。多結晶でこ

のような性能が出せるのも別途研究が進んでいるという風に聞いておりまして、そういっ

た方向でできればもっと色々な加工が可能になるのではという風に期待しております。 
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